
 ポスト「京」萌芽的課題「ボトムアップで始原的知能を理解する昆虫全脳シミュレーショ

ン」特任研究員募集のお知らせ 

  

職務内容 

昆虫脳は原始的ながらも、多種感覚統合、連合学習、顔認識、空間学習、探索行動など知能とよ

ばれる様々な基本的な特性を網羅しています。東京大学先端科学技術研究センターシステム神崎高

橋研究室ではポスト「京」萌芽的課題「ボトムアップで始原的知能を理解する昆虫全脳シミュレー

ション」において、昆虫脳の性質を調べてスーパーコンピュータ上にシミュレーションを実装する

ことを通して昆虫脳の知能的な性質を理解し、移動ロボットや脳型コンピュータへの応用を目指し

ます。そのため本プロジェクトに従事する特任研究員を募集いたします。 

我々のグループはこれまで、雄カイコガの匂い源探索行動を対象にマルチスケールな実験系を基

盤として生理実験、イメージング実験、行動実験をおこない[1]、実験データをデータベースに集積

しながら、さらにスーパコンピュータ「京」上にシミュレーションを構築するための研究開発をお

こなってきました[2][3][4][5]。本プロジェクトでは過去の我々のグループで収集した実験データ

もしくは本プロジェクト等で取得する新たな実験データ、そして公開されているデータベース等を

活用してポスト京上でマルチコンパートメントHodgkin Huxley型モデルを用いて、匂いや風、視覚

などの影響をうける定位行動を念頭におきつつ昆虫の全脳規模シミュレーション構築を目指しま

す。そのための研究開発に意欲をもつ方を募集いたしますが、その中でも特に、昆虫の高次中枢を

含んだ可塑性を用いたモデル構築、もしくは神経系シミュレーションと実験（電気生理やカルシウ

ムイメージング等）を連携したデータ同化手法の開発に理論もしくは実験面から興味のある方を歓

迎します。 

プログラミングにおいては主にHOC（NEURONシミュレータ におけるスクリプト）、C/C++、python

等 、さらに並列プログラミング用のスキームであるMPIやOpenMPを使いますが、HOCや並列プログラ

ミング等の知識については教育可能なので特に必須ではありません。 
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